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新型コロナの影響で、今までの「当たり前の生活」ができなくなっています。しかし、もう間も
なく新型コロナワクチンが打てるようになることでしょう。そうなれば、以前に近い生活ができる
ようになるのかな？と期待しております。それまでみんなで耐え抜きましょう。そして、以前に近
い生活が戻ったら、皆さんに是非チャレンジしてもらいたいことがあります。

「海外へ行け！！」

私は学生時代から国内旅行ばかりしており、初めて海外旅行に行ったのは２６歳の時でした。そ
して、遅咲きの狂い咲きとは言ったもので、一度海外に行ってしまうと、海外旅行に魅了され、刺
激を求め狂ったように海外旅行をしまくりました。ちなみに今まで行った国は、韓国、中国、台湾、
香港、マカオ、マレーシア、タイ、シンガポール、オーストラリア、アメリカ、カナダ、メキシコ、
イタリアです。国数ではそれほど多くないのですが、その中でも香港、タイ、シンガポール、アメ
リカはそれぞれ１０回以上は行ってるはずです。例えば東南アジアの旅行であれば、土日の休みが
あればＧＯ！金曜日の仕事が終わったら、新幹線で羽田空港に行き、深夜便の飛行機で移動し、現
地で遊んで飯食って、日曜日早朝に現地を発ち、夕方日本に帰国して、月曜日に仕事に行く感じで
した。韓国であれば１泊２日は当たり前。シンガポールはホテルを取らず空港のベンチで寝泊まり
したりと、まさに弾丸トラベラー。こんなことは若いときしかできませんね。
その中で様々なトラブルにも遭遇しました。アメリカとカナダでは入国審査で怪しまれて別室送

りになったり、海外の水が合わず下痢が止まらなくなったり、ホテルのトイレの水が詰まって流れ
ず、そこで初めてトイレを流す意味の英語を覚えたり、ベトナムのおいしいサンドイッチを食べた
ら食中毒を起こし、下痢が止まらなくなったり、、、って汚い話しばっかりですね。
そうそう、映像でしか見たことのない風景や建物をリアルで見ることができるのは、最高ですね。

あまりにも壮大すぎるグランドキャニオン（２回行った）、同じく巨大なナイアガラの滝（３回行っ
た）、教科書で見た以上の感動を覚えたローマのコロッセオ、階段が結構きつくて嫌になった万里の
長城、香港の１００万ドルの夜景や、マイアミからキーウエストに向かう途中のセブンマイルブリ
ッジ、シドニーで可愛いけど臭かったコアラとの出会いや、グレートバリアリーフのきれいな海で
下痢が止まらない中ダイビングしてお漏らしをしたり、、、。
皆さんにも日本を飛び出して、いろいろな経験をしてもらいたいと思います。そこで、海外旅行

をするのに必要なものは何か？それは英語力と好奇心です。私自身、そんなに英語ができるわけで
はありませんが、ブロークンな旅行英語くらいはなんとなくできる感じでした。でも、もっと英語
力があれば、さらにエキサイトな経験ができたかなと思います。皆さんもしっかり英語を勉強して
下さいね。人生の楽しみが増えますよ！

（３組担任 伏見裕樹）

の行事予定

８日（金） 第３学期始業式（詳細は一番最後にあります）
１６日（土） 大学入学共通テスト（～１７日）、進研模試（全員受験）
２３日（土） 第３回英語検定（本校会場）
３０日（土） 全統模試（１，２年希望者）



１０月の進研模試について～各教科の先生よりコメントとアドバイス～

３教科総合 国 語 数 学 英 語

受験月 ７月 １０月 ７月 １０月 ７月 １０月 ７月 １０月

平均点

偏差値

【国語】
今回の評論の問５にあった「実用的な文章・図表」の問題や漢字の正答率が低かったです。そもそも語

彙力に乏しい人は、前後の内容から言葉を推測できません。資料を読み取れる力も漢字が書けるかどうか
も、日頃どれくらい「ことば」に触れているかが問題となります。教室に毎日届けられている新聞記事に
目をとおすだけでも違います。大学進学を目指す高校生としてもっと広い視野を持てるようにしましょう。

（星充子先生より）
【数学】
数学の学年全体の平均点偏差値は、７月模試から一気に下がりました。とは言っても、４組はほとんど

変わらずで、１～３組の下がり方が半端ない感じです。原因は休校期間中は勉強する時間がある程度確保
されていたが、今は部活に燃えまくり！ということだと思います。しっかりと勉強時間を確保し、練習問
題に励んでください。ひどい結果は懲り懲りです！

（伏見裕樹先生より）
【英語】
全体的には偏差値が１．７ポイント上昇し、偏差値５０以上の生徒が増えています。あくまでも前回よ

りも成績が上がったということなので、設問別で見ると全国平均に比べて、まだまだ勉強が足りないよう
です。まず知っている単語を増やすこと。文法はなぜこれが正解かをしっかり説明できる確実な文法力を
身に着けること。長文は段落ごとに何が書いてあるか問題にメモをしながら読む練習をしましょう。

（大関佳奈子先生より）

勉強は「量」も「質」も大切です。

皆さんが毎日書いている「生活の記録」の反省を読むと、「勉強の時間の確保が難しい」と悩んでいる
人が多数います。中学校の頃に比べ、部活動が忙しくなり帰宅時間が遅くなってしまった人もいますよね。
特に電車組は、地元組よりもシビアな問題です。たしかに多くの時間を費やして学習に励むことは大切で
す。実際、学習内容を習得するためには時間も必要です。けれども…例えば、スマホを横に置きながら、
何なら友だちとLINEで会話しながら、１０分に１回は気になって画面を見ながら…そんな風に勉強をして
いる人はいませんか？ノートをきれいにまとめることに命を懸けすぎている人はいませんか？とりあえず
口コミの評価が高い問題集を買ってそれを解けば何とかなる！と思っている人はいませんか？…つまり、
漫然と机に向かっている人たちや頑張る方向を間違った人たちが結構いるような気がします。
勉強の「質」を上げなさいとよく言いますが、どうすれば質は上がるのでしょうか。時間は有限です。

でも、誰にでも等しく与えられています。その時間をうまくコントロールしていくことが、質を上げる第
一歩です。英単語を覚えるために、スマホをいじりながら１時間だらだらとかけるのであれば、電車を待
つ１５分間集中して覚える方が断然効果が高いです。集中できる短い時間を１日の中にいくつも作れれば、
上質な学習ができていると言えるでしょう。また、「復習」は非常に大切ですが、その言葉を勘違いして
いる人もいます。自分がつまづいたところをきちんと把握しているでしょうか。わかっていても目をそら
している人もいるのではないでしょうか。自分ができているところ（理解しているところ）とできていな
いところ（理解していないところ）をきちんと「分析」して、つまづきに注目してそこを解消していくこ
とが「復習」です。できているところを繰り返し解くことは、精度を上げるためにももちろん大切です。
でも、それは間違わずにできているかの「点検」です。それだけではレベルアップはできないということ
です。来月に進研模試、全統模試が控えています。もう一度自分の勉強法を振り返ってみてくださいね。

１月８日（金）第３学期始業式
課題提出忘れずに！
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